
補聴器購入費助成制度が
品川でもついに実現へ

品
川
区
「
実
施
に
向
け
取

り
組
む
」
と
表
明

第
２
回
定
例
区
議
会
で
、
品
川
区
は

加
齢
性
難
聴
へ
の
補
聴
器
購
入
費
助
成

に
つ
い
て
「実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
」と
初
め
て
表
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
共
産
党
は
、
「
加
齢
性
難
聴

は
高
齢
者
の
半
数
の
人
が
抱
え
る
問
題

で
あ
り
、
難
聴
者
の
早
期
診
断
、
補
聴

器
の
早
期
装
用
が
、
生
活
の
質
の
向
上

や
認
知
症
の
予
防
に
有
効
」
と
補
聴
器

購
入
費
へ
の
助
成
や
、
聴
力
健
診
制
度

の
実
施
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
品
川
区
は
、
聴
力
健
診
制
度

に
つ
い
て
「
高
齢
者
の
聴
力
低
下
は
自

覚
で
き
、
家
族
な

ど
周
囲
が
気
づ

く
の
で
実
施
の

考
え
は
な
い
」
と

し
、
補
聴
器
購
入

費
助
成
に
つ
い
て

も
、
「
補
聴
器
の
有
効
性
に
つ
い
て
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
補
助
制
度
を

創
設
す
る
考
え
は
な
い
」と
繰
り
返
し
て

き
ま
し
た
。

補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
は
23
区
で

見
て
も
、
２
０
１
９
年
に
は
６
区
の
実

施
だ
っ
た
も
の
が
、
今
で
は
16
区
ま
で

広
が
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
品
川
区
が
実

施
を
表
明
し
た
こ
と
は
画
期
的
な
前
進

で
す
。

７
回
の
請
願
・
陳
情
が

実
施
へ
の
大
き
な
力

補
聴
器
購
入
費
助
成
の
実
施
を
拒
み

続
け
て
き
た
品
川
区
を
動
か
し
た
の
は
、

粘
り
強
い
区
民
の
運
動
と
、
共
産
党
の

論
戦
で
す
。

補
聴
器
購
入
費
助
成
を
求
め
る
区
民

か
ら
の
請
願
・
陳
情
は
、
２
０
１
９
年
か

ら
現
在
ま
で
で
７
回
提
出
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
個
人
か
ら
団
体
ま
で
、
幅
広
い
区

民
か
ら
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

こ
う
し
た
声
に
応
え
て
、
共
産
党
は
加

齢
性
難
聴
に
つ
い
て
、
補
聴
器
の
有
効

性
に
つ
い
て
な
ど
、
調
査
・
研
究
し
て
き

今議会で品川区が、補聴器購入助成制度について「前

向きに検討」と回答。粘り強い請願・陳情運動で、「区民の

願いが実現した」と感じました。

私は、大好きな合唱の際に子音の聞こえが緩いと感じ、

耳鼻科で検診、古い傷が見つかり、補聴器外来を経て20

20年右耳に補聴器を入れました。何度も調整をして合唱

も楽しく続けることができています。しかし購入費用は50

万円。年金生活者には負担が大きいものでした。だからこ

そ、一日も早い助成制度実施を願ってきました。港区では、

助成額の大きさはもとより、各支所に区民課・高齢者相談

センター、補聴器相談医を置いています。

認知症に繋がるリスクが高いとされる難聴を補聴器で

予防出来れば、本人だけでなく、家族や周囲の人たちも

豊かな生活を送れます。助成内容の充実へ引き続き頑張

ります。 (品川区大井町在住 大壽美 幸子)

国立長寿医療研究センターの調査では、65歳以上の

約半数に難聴があると推計されており、難聴になるとコ

ミュニケーションにも支障が出て、家庭でも社会的にも

孤立し、認知症のリスクも高まります。

聞くということは単に音として聞くだけではなく、聞い

た言葉を脳が感じて、「嬉しい」「悲しい」などの感情を抱

いたり、考えた言葉で返答したりします。

聞こえが悪くなると、脳は感じたり考えたりすることが少

なくなり、認知機能の低下を招くと言わ

れています。

難聴と診断されたらなるべく早い補

聴器の使用が必要です。補聴器使用に

よって、生活の質を向上、認知症を予

防することにもつながります。

加齢性難聴への補聴器の有効性

さらに港区のような充実した制度へ、引き続き声を上げましょう
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粘り強い請願・陳情に取り組ん

だ方から喜びの声



ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
２
１
年
３

月
に
厚
労
省
が
「自
治
体
に
お
け

る
難
聴
高
齢
者
の
社
会
参
加
に

向
け
た
適
切
な
補
聴
器
利
用
と

そ
の
効
果
に
関
す
る
研
究
」の
報

告
書
を
公
表
。
難
聴
高
齢
者
の

適
切
な
補
聴
器
利
用
に
向
け
、

課
題
や
対
策
が
検
討
さ
れ
、
自

治
体
と
し
て
取
り
組
む
よ
う
提

言
も
示
さ
れ
ま
し
た
（右
下
囲
み
）。

こ
れ
ら
を
紹
介
し
、
品
川
区
に
実

施
を
迫
り
、
繰
り
返
し
論
戦
し
て

き
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情
に
反
対
し

続
け
る
自
民
・
公
明

こ
れ
ま
で
7
回
の
請
願
・
陳
情

に
全
て
反
対
し
て
き
た
の
が
自

民
・
公
明
で
す
。
自
民
党
は
補
聴

器
の
有
効
性
な
ど
認
め
な
が
ら

も
「補
助
す
る
こ
と
が
難
聴
の
方
々

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
プ
ラ

ス
と
思
っ
て
い
な
い
」「補
聴
器
の

利
用
実
態
が
低
い
た
め
、
ま
ず
は

普
及
啓
発
を
」な
ど
と
述
べ
反
対

を
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

港
区
は
助
成
額
13
万

７
０
０
０
円

助
成
内
容
の
充
実
へ

区
は
、
補
聴
器
購
入
費
助
成
に

つ
い
て
、
実
施
に
向
け
て
取
り
組

む
と
し
て
い
る
も
の
の
、
本
格
実

施
の
時
期
や
、
助
成
額
、
聴
力
検

診
の
実
施
や
専
門
家
に
よ
る
補

聴
器
の
調
整
な
ど
、
制
度
の
中

身
は
「検
討
中
」と
、
全
く
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

港
区
で
は
、
60
歳
以
上
で
区
指

定
の
医
療
機
関
で
補
聴
器
が
必

要
と
診
断
さ
れ
た
人
を
対
象
に
、

所
得
制
限
な
く
補
聴
器
購
入
費

補
助
制
度
を
創
設
。
助
成
限
度

額
は
13
万
７
０
０
０
円
、
住
民
税

課
税
者
は
２
分
の
１
の
上
限
６

万
８
５
０
０
円
と
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
「
港
区
モ
デ
ル
」
と
し
て
「
聞

こ
え
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
活

用
や
、
「聞
こ
え
に
関
す
る
講
座
」

の
開
催
な
ど
、
支
援
を
広
げ
て
い

ま
す
。
（左
下
囲
み
）

品
川
で
も
、
港
区
並
み
の
制
度

内
容
に
す
る
た
め
、
引
き
続
き
声

を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

労省『自治体における難聴高齢者の
社会参加等に向けた適切な補聴器利
用とその効果に関する研究』の調査
結果と提言

≪調査結果≫
現在、自治体における難聴高齢者の把握の

取り組みは、ほとんど実施されていないこと
がわかった。各自治体における課題を明らか
にするとともに、自治体の取り組み強化の検
討が求められる。そのため次のことを考えて
いくことが必要。

≪提言≫
①難聴を早期発見する仕組みを構築すること
②難聴が疑われたときに、医療機関への受診
勧奨できるように耳鼻咽喉科医との連携の仕
組みを整えること。
③受診勧奨から適切な補聴器利用のために、
補聴器相談医や認定補聴器技能者の周知を図
ること。
④補聴器装用後、装用を継続するために難聴
高齢者のフォローを行うこと。
⑤難聴高齢者への戦略的な支援スキームの検
討が必要。

港区 補聴器購入費助成制度
≪対象≫

・区内在住60歳以上の方

・聴覚障害による身体障害者手帳の交付を受けていない方

・区が指定する医療機関を受診し、補聴器が必要と判断された方

≪助成額≫
１３万7000円（住民税非課税の方）

６万8500円（住民税課税の方）

≪港区モデルとは≫

難聴高齢者の早期発見の取り組みと、補聴器相談医や認定補聴器技

能者と連携し、補聴器の購入前の相談からアフターケアまでを支援する

港区独自の制度としてスタートします。

今年の4月から実施している補聴器購入費助成制度は多くの高齢者に

喜ばれ、6月14日時点で相談件数は427、申請は161人になりました。当

初の人数を大きく上回るために補正予算（約6,100万円）が組まれました。

高齢者の難聴は自分では気づきにくいため、区民健診に聴力検査の導

入を求めています。港区医師会の独自調査でも65歳以上の78.9％が

難聴という結果です。 ※ 共産党港区議団の団ニュースより

補聴器購入費助成制度を求め

る請願への態度(2022.3.25)

自民党 (12人) ×

公明党 (7人) ×

共産党 (6人) 〇

品川改革連合(3人) 〇

生活者ネット(2人) 〇

品川無所属クラブ(2人) ×
無所属
せお 麻里 ×
無所属
高橋しんじ ×
無所属
西本たか子 ×
無所属
松本ときひろ 〇
無所属
横山ゆかり ×

〇→賛成 、×→反対
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